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  中国の名高い古典「中庸」（ちゅうよう）の一節「登高自卑」が出典と 

 考えられる。「君子之道、辟如遠必自近、辟如登高自卑（君子の道は遠く 

 に行く時、必ず近いところから始めるようなものであり、高いところに 

 登るのに、必ず低いところから始めるようなものである）とある。 

 

  入善小学校の前身である小学校の創立にあたり、登高〔高遠なるもの 

 を目指し〕、自卑〔あせらず足もとをたしかめ一歩一歩進むこと〕を願っ 

 て自卑小学校と命名された。現在「自卑同窓会」「登高学習会」等にその 

 名と精神を残している。 

 

１ 南に高き 僧ヶ岳 

    北には広き 越の海 

   山水清き 眺めある 

   我が学びやぞ うれしくも 

  善に入るちょう よき名なる 

  善に入るちょう よき名なる 

 

２ 朝夕うまず 励みつつ 

  風雨ものかは 通いきて 

  学びの園に いそしまん 

    時をたがえず 種まきて 

    み国の花と 咲きいでん 

    み国の花と 咲きいでん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 


